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名
古
屋
市
の
東
北
端
に
位
置
し
、
東
西
に
約
4
㎞
、
南

北
に
約
2
㎞
の
広
大
な
「
志
段
味
東
学
区
」
の
住
民
と
、

今
後
、
地
域
防
災
の
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
若
い
力

の
集
団
で
あ
る
「
愛
知
県
立
守
山
高
等
学
校
（
以
下
、
守

山
高
校
）
」
の
生
徒
が
合
同
で
実
施
し
た
防
災
訓
練
（
4

部
構
成
）
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

﹇
は
じ
め
に
﹈

　

今
回
の
訓
練
は
、
最
初
は
志
段
味
東
学
区
単
独
の
自
主

防
災
訓
練
を
守
山
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
実
施
す
る
こ
と
を
高

校
に
依
頼
す
る
中
、
高
校
側
か
ら
生
徒
が
訓
練
に
参
加
す

る
話
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
学
区
の
防
災

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
守
山
高
校
が
何
度
も
熱
心
な

話
し
合
い
を
重
ね
、
最
終
的
に
、
全
校
生
徒
が
訓
練
に
参

加
す
る
、
学
区
住
民
と
高
校
生
の
合
同
防
災
訓
練
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
日
時
〉

　

平
成
19
年
11
月
7
日
（
水
）
13
時
か
ら
15
時

〈
場
所
〉

　

愛
知
県
立
守
山
高
等
学
校

 

名
古
屋
市
守
山
区
中
志
段
味
元
屋
敷
１
２
６
７

〈
主
催
〉

　

守
山
区
志
段
味
東
学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

〈
訓
練
指
導
〉

　

志
段
味
東
消
防
団　
　
　
　
　

8
名

〈
訓
練
支
援
〉

　

守
山
消
防
署　
　
　
　
　
　
　

11
名

　

消
防
航
空
隊　
　
　
　
　
　
　

7
名

〈
訓
練
参
加
車
両
等
〉

　

起
震
車　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
両

　

航
空
機　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
機

〈
訓
練
参
加
者
〉

　

志
段
味
東
学
区
住
民　
　
　

約
80
名

　

愛
知
県
立
守
山
高
等
学
校　

約
380
名

 

（
教
職
員
を
含
む
）

《
第
1
部
》

1
（
志
段
味
東
学
区
）

　

志
段
味
東
学
区
住
民
は

避
難
所
に
み
た
て
た
守
山

高
校
へ
避
難
訓
練
を
実
施
。

2
（
守
山
高
校
）

　

地
震
発
生
を
想
定
し
た

生
徒
避
難
訓
練
を
実
施
。

　

こ
れ
に
よ
り
住
民
・
生

徒
が
守
山
高
校
グ
ラ
ン
ド

へ
集
合
し
ま
し
た
。

《
第
2
部
》

　

野
田
一
由
守
山
区

志
段
味
東
学
区
防
災

安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
委
員
長
の
訓
練

開
始
あ
い
さ
つ
に
よ

り
訓
練
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
志
段
味
東
学
区
住
民
に
よ
る
起
震
車
を
活
用

し
た
一
連
の
応
用
訓
練
と
、
守
山
高
校
の
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
年
別
基
礎
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

1　

志
段
味
東
学
区
住
民
に
よ
る
応
用
訓
練

5
人
家
族
が
自
宅
で
突
然
地
震
に
遭
遇
し
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
避
難
所
へ
到
達
す
る
一
連
の
訓
練
で
、
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
防
災
に
若
い
力
を
！

志
段
味
東
学
区
・
守
山
高
校

合
同
自
主
防
災
訓
練

守
山
消
防
署

▶
避
難
訓
練

▲野田一由委員長あいさつ
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○
起
震
車
の
中
を
住
居
と
想
定
し
、
家
族
全
員
の
安
全

を
確
保
し
て
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
背
負
っ
て
避
難

開
始

○
発
生
し
た
火
災
を
消
火
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
り
初
期
消

　

火
○
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
負
傷
者
を
ジ
ャ
ッ
キ

な
ど
に
よ
り
救
出

○
救
出
し
た
負
傷
者
へ
の
三
角
巾
に
よ
る
応
急
手
当

○
応
急
担
架
を
作
成
し
、
負
傷
者
搬
送

○
電
線
が
垂
れ
下
が
っ
た
り
、
自
動
販
売
機
が
転
倒
し

て
い
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
道
路
の
中
か
ら
安
全
な

避
難
路
を
選
定
し
避
難
所
へ
避
難
し
て
終
了

2　

守
山
高
校
の
生
徒
に
よ
る
基
礎
訓
練
の
内
容

1
年
生
（
ジ
ャ
ッ
キ
や
物
干
し
竿
を
利
用
し
た
救
出
・

搬
送
訓
練
）

2
年
生
（
三
角
巾
に
よ
る
応
急
手
当
・
救
護
訓
練
）

3
年
生
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
訓
練
用
消
火
器
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
）

《
第
3
部
》

　

第
2
部
で
行
っ
た
応
用
訓
練
を
、
志
段
味
東
学
区
住
民

と
守
山
高
校
の
生
徒
が
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

▶
応
急
手
当

▲救出訓練

▲搬送訓練

▲訓練用消火器

◀
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

▲起震車で地震の揺れを体験

▲避難開始

▲負傷者の救出

▲負傷者の救出

▲応急手当

▲負傷者搬送

▲垂れ下がった
　電線

▼安全な避難路
　の選定



《
第
４
部
》 

 
 

第
４
部
で
は
、
名
古
屋
市
消
防
航
空
隊
と
守
山
高
校
の

生
徒
と
の
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

志
段
味
東
消
防
団
員
の
誘

導
に
よ
り
、
守
山
高
校
の
生

徒
が
倒
壊
ハ
ウ
ス
か
ら
救
出

し
た
負
傷
者
（
ダ
ミ
ー
）
を

担
架
で
グ
ラ
ン
ド
中
央
へ
搬

送
し
、
待
機
し
て
い
た
航
空

救
助
員
へ
引
継
ぎ
、
上
空
の

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
ホ
イ

ス
ト
に
よ
り
引
き
上
げ
収
容

し
ま
し
た
。 

   

［
ア
ン
ケ
ー
ト
］ 

 
 

訓
練
後
、
守
山
高
校
の
ご
協
力
に
よ
り
、
参
加
全
生
徒 

 
 
 
 

 

 

に
本
訓
練
の
感
想
と
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
感
想
と
満
足
度
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

・
自
分
が
人
助
け
を
す
る
と
き
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
ん
だ
な
」
と
思
い
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
。 

 

・
消
火
器
が
15
秒
で
な
く
な
る
の
が
、
理
解
で
き
た
。 

 

・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
意
外
と
大
変
だ
っ
た
。 

 

・
参
考
に
な
っ
た
か
ら
、
ま
た
、
や
っ
て
ほ
し
い
。 

 

・
万
一
の
と
き
に
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
様
々
な
こ
と
が
体

験
で
き
ま
し
た
。 

 

・
消
防
ヘ
リ
と
の
訓
練
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
間
近
で

見
ら
れ
て
感
動
し
ま
し
た
。 

                

［
お
わ
り
に
］ 

 
 

今
回
紹
介
し
た
訓
練
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
い
う

こ
と
も
あ
り
見
直
す
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
守
山
高
校
の
全
校
生
徒
が
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
当
日
だ
け
で
は

な
く
何
週
間
に
も
わ
た
り
、
学
区
の
皆
さ
ん
の
助
言
・
指

導
の
も
と
、
高
校
生
が
力
を
合
わ
せ
訓
練
用
の
倒
壊
ハ
ウ

ス
を
作
製
す
る
な
ど
、
高
校
生
の
若
い
力
が
地
域
防
災
力

の
一
助
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。 

 
 

最
後
に
今
回
の
訓
練
を
計
画
・
実
施
し
て
い
た
だ
い
た

志
段
味
東
学
区
の
野
田
一
由
委
員
長
は
じ
め
、
志
段
味
東

学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
の
皆
様
、
並
び
に
愛
知

県
立
守
山
高
等
学
校
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
更
な
る
絆
を
築
か
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
結
び

と
し
ま
す
。 

 


